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 本書は、『WIRED』創刊時の編集長であったケヴ
ィン・ケリーによる最新刊『What Technology 
Wants?”(Viking, 2010)の翻訳書であり、訳者は、長
年の友人である服部桂である。 
 著者は、石器から最新コンピュータに至るまで、
人類が生み出してきたテクノロジーの持つ普遍性を
追求する。「ダーウィン以前の生物学では、様々な生
物を集めて、標本のように棚に飾る。そういったも
のが生物学」であった、と評価する。そして、「ダー
ウィンが、様々な生物の種類がどのように関係し合
っているか、体系づけて理論化した」と結論付ける。
これを敷衍して、「今までのテクノロジーは、ダーウ
ィン以前の生物学のようにセオリーがないまま」で
ある、と展開する。 
 このテクノロジーの定義を、例えば、Alan Kay
の言葉”Technology is anything invented after you 
were born.”(テクノロジーとはすべて新しいもので
ある)、と紹介している。 
 著者は、石器とマウス画像を並置して示し、マウ
スを構成するテクノロジーについて、「このテクノロ
ジー一つをとっても、その下位に従属する何百もの
テクノロジーがあって初めて成立する」、そして「そ
のサブにあたる何百ものテクノロジーの下位にもさ
らに何百ものテクノロジーがある、というネットワ
ークが形成されている」と読み解く。そして「お互
いに相互依存しあうテクノロジー全体を「テクニウ
ム」と命名する。テクノロジーの生態系である。 
 著者によれば、テクニウムとは「テクノロジー同
士がネットワークされ、お互いに結びつき合って一
つのシステムとしてサポートし合う体系」のことと
定義する。情報環境生態系について、テクノロジー
を切り口に思弁した書と考えられる。 
 そして”What technology wants?””と自問し、「テ
クノロジーは一つの欲望、目標、ある傾向を示すシ
ステム」と説明する。なお、この”What technology 
wants?””は、本書の原題である。 
 著者はこのアナロジーから、「テクノロジーを生物
学、つまりバイオテクノロジーと同じような方法で
理解できる」と論を進める。 
 続けて「生物の進化は徐々に複雑になって」きて
おり、エクソトロピー(秩序の増加)であると続ける。 
著書は、テクノロジーにおいてもこのエクソトロピ
ーを多くのテクノロジーの産物―例えば、ハンマー、
甲冑やカメラ―を事例にテクノロジーの体系的分析
を提案し、生物分類の六つの「界」(植物、動物、菌
…)の体系の中に、「テクノロジーを七つ目の界」と
する。 
 では、第七界はなにを求めているのか、と自らで
問い、「それは複雑性、多様性、個別化、相互性、一
般化、偏在化、感受性・・・、同じ要素を持って同
じ傾向を長期的に示していく」と結ぶ。 
 著者の展開はさらに広がり、「テクノロジーは生命
と互換性がある」とし、テクノロジーは「差異を創
り出し、多様性、別のやり方や選択枝、チャンスや
可能性、自由を生み出していくこと」であると結論
づける。 
 テクノロジーに対する著者のスタンスは、「テクノ
ロジーの良い部分はほんのちょっとだけ、1%程度悪
い部分より勝ってる」ことであり、「新しいテクノロ
ジーができることによってわれわれの選択肢が増え
る」と評価し、「未来は楽観主義が作るんだ」と結ぶ。 
テクノロジーに対する著者の基本姿勢は、前向きで
あり、楽観主義者である。 
 著者の主張は「テクノロジーの複雑化し、多様化
し、特殊化する力は宇宙が誕生した時から始まって
いる」と最終地点に到達する。 
 著者ケヴィン・ケリーは、30歳代までピッピーと
してアジアを放浪し、初期の PC 通信方式のオンラ
インシステム(パソコン通信)EIESに親しみ、今や伝
説になったスチュアート・ブランドの『ホール・ア
ース・カタログ』iに参画、さらに未来からの手紙と
位置付けた雑誌『WIRED』iiの創刊編集長を務めて
いる。 
 まさにカウンタ ・ーカルチャーとしての PC文化、
パソコン通信からインターネットの現在まで、時代
の第一線でサブカルチャー文化の発信をしてきた人
物である。本書の内容展開は多彩、トリッキーであ
り、著者はトリックスターを演じる。 
実際のところ、4部 14章からなる大部の本書を要
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約、紹介することは困難である。代わりに、本書の
章立てを以下に示す。章のタイトルも幻惑的、かつ、
意味深である。例えば、「第 10 章  ユナボナ iーiiは
正しかった」のように。なお、巻末に訳者、服部の
優れた解説が付されている。 
 
第1章 私の疑問 
第 I部 起源 
 第 2章  われわれ自身を発明する 
第 3章  第七界の歴史 
第 4章  エクソロピーの興隆 
第 II部 
第 5章  深い歩み 
第 6章  定められた実現 
第 7章  収束 
第 8章  テクノロジーに耳を傾ける 
第 9章  必然性を選択する 
第 III部 
第 10章  ユナボナーは正しかった 
第 11章  アーミッシュのハッカーから学んだこ     
     と 
第 12章  自立共生を求めて 
第 IV部 
第 13章 テクノロジーの軌跡 
第 14章  無限ゲームを遊ぶ 
解説 テクノロジーは何を望むのか？ 服部桂 
 
 また、本書刊行を記念して次の冊子も刊行されて
いる。 
服部桂インタビュー・構成『「テクニウム」を超
えて：ケヴィン・ケリーの語るカウンター・カルチ
ャーから人工知能の未来まで』インプレス R&D, 
2015.3. (本書は、インプレス社によるプリントオン
デマンド出版である。) 
本書の抄録的な内容であり、大部の本書の骨格理
解を助ける。同書のキャッチコピーは秀抜であり、
若干長い引用をしておきたい。 
 
  時代は、「物質」から「情報」へと転換してきて 
いる。”進化するテクノロジー”をどう全体として 
理解すべきか。かってDNAの構造が解明され、 
生物を操るのが「情報」だと判明した。実は機械 
を操るのも「情報」なのだ。つまり、生物学の基 
本はテクノロジーとも共通している。両者を同じ 
ように理解できる道が、そこには存在している。 
 
 また、本書の日本での刊行を記して、著者による
記念講演会(2014 年 10 月 9 日；東京下北沢の本屋
B&Bivにて)の記録もあるv。 
 さらに、次の書も併せて紹介をしておきたい。ケヴ
ィン・ケリー著；堺屋七左衛門訳『ケヴィン・ケリ
ー著作選集 I』達人出版会, 2011.12.04版vi 
同書は、”The Techniumu”と題されたケヴィンの
ブログの選約である。ブログは、クリエイティブ・
コモンズの表示・非営利・継承ライセンスの元で公
開されている。 
情報のデジタルへの収束とネットワーク流通が
定着し、人々の情報の生産、流通、消費のあり方が
激しく変容した今、数年単位の「未来予測」に一喜
一憂する日々を離れ、大きな悠久の時間軸の中で、
現在という位置を相対化してみる良い機会になる。 
本書は、全体に魅惑的、かつ、真摯な考察と既成
概念を打ち壊す奇想に満ち溢れた、インターネット
時代の「種の起源」でもある。 
短期サイクルの実務やアリバイ証明に追われる
日々の「喧噪」から距離を置き、自己の中で未来を
問ってみるきっかけになる幻惑的な著作である。大
部の書であるが、夕食後に紐解き、気が付けば朝の
空が明るんでいた。 
広く、情報の生成、流通、蓄積、分裂・増殖など
にご関心のある方々に、一読、再読を是非にお勧め
したい。 
なお、併せてW.ブライアン・アーサー著『テクノ
ロジーとイノベーション：進化/生成の理論』viiも併
せ読むと、思考に一層の広がりが生まれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   (きた かついち 相愛大学) 
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i artscape : DNP Museum Information Japan  
『ホール・アース・カタログ』（原著名『Whole Earth 
Catalog』）とは、アメリカのライター、編集者、ゲ
ーム・デザイナーであるスチュアート・ブランドに
よって編まれた書物である（1968年刊行）。同時代
のヒッピー思想を背景に、バックミンスター・フラ
ーや禅の影響も受けたブランドは、人々がよりよく
生きるために必要な情報の共有、より暮らしやすい
地球環境をつくる人間の生き方の提案を目的に、本
書の編纂を行なった。その際に、哲学や社会学に関
する難解で専門性の高い論文を掲載するのではなく、
ヴィジュアル性が高いノウハウ本、ツール集、商品
カタログの体裁を採ったことが本書の最大の特徴で
ある。例えば、理想の住宅として「シェルター」を
紹介するページでは、これを設え、取り揃えるべき
既製のプロダクツが図版・値段入りで紹介されてい
る。1972年までは年２回のシリーズとして、またそ
れ以降は、不定期刊行物として出版された。現在で
はウェブ上でも一部公開されている。 
著者: 橋本優子 
http://artscape.jp/artword/index.php/%E3%80%8
E%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%
83%BB%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%B9
%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%8
3%AD%E3%82%B0%E3%80%8F 
[参照: 2015年 5月 6日] 
ちなみに、「サブカルチャー論（第四回）」も参照。 
スティーブ・ジョブス スタンフォード大学卒業
式でのスピーチ。 「Stay hungry, stay foolish」と
いう名言もホースアースカタログからの引用だった。 
ジョブスは、スチュワートブランドの強い信念に憧
れていた。「ホールアースカタログは文庫版グーグル
だった。」『ホールアースカタログ』最終巻の背表紙
には、早朝の田舎の写真と、Stay hungry,Stay 
foolishという文字。 
http://experimental-note.blog.so-net.ne.jp/2010-11
-09 [参照: 2015年 5月 6日] 
ii ウィキペェディア日本語版 
US版WIREDは、1993年 1月に創刊された。その
創刊号のなかで、『WIRED』は単なるテクノロジー
についての雑誌ではなく、デジタル革命を人類が火
を扱えるようになったときに匹敵するほどの社会変
化だととらえ、そこにmeaning（意味）と context
（文脈）を与えていくことを「究極のラグジュアリ
ー」だと宣言した。その後、その時々の社会変化に
応じて、ロングテールやクラウドソーシングといっ
た時代を象徴するキーワードを提唱してきた実績が
ある。 
1993年といえば、アップルがちょうど PowerBook
を発売したばかりのころで、NCSA Mosaicが発表
されワールド・ワイド・ウェブ（WWW）が一般に
普及しようとしていたころだった。『WIRED』の創
刊を目指していたジェーン・メトカーフとルイス・
ロゼットは、1993年にアメリカのカリフォルニア州
で開催された TEDカンファレンスに参加した。そ
                                                                                 
こで 2人はMITメディアラボの創設者ニコラス・
ネグロポンテと出会い、資金提供を受けることがで
きた。ネグロポンテは創刊後 6年間レギュラーコラ
ムニストとしても参加した。初代のエグゼクティ
ブ・エディター、ケヴィン・ケリーはもともとホー
ル・アース・カタログやホール・アース・レヴュー
の編集者だった。 
http://ja.wikipedia.org/wiki/WIRED_%28%E9%9
B%91%E8%AA%8C%29 [参照: 2015年 5月 6日] 
iii ウィキペェディア日本語版 
1978年 5月から 1995年にかけて全米各地の大学と
航空業界および金融関係者に爆発物を送りつけ、3
人が死亡、29人以上が重軽傷を負った事件を起こし、
「ユナボマ （ーUnabomber、University and Airline 
Bomberを短縮した造語）」の名で呼ばれる。のちに
カジンスキーから『ニューヨーク・タイムズ』と『ワ
シントン・ポスト』に送られた犯行声明「Industrial 
Society and Its Future（「産業社会とその未来」、通
称「ユナボマー・マニフェスト」）」により、これら
一連の事件の目的が明らかとなる。FBIによる捜査
では史上最長となった事件である。 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%8
2%AA%E3%83%89%E3%82%A2%E3%83%BB%
E3%82%AB%E3%82%B8%E3%83%B3%E3%82%
B9%E3%82%AD%E3%83%BC 
[参照: 2015年 5月 6日] 
iv 本屋: Book & Beer  
http://bookandbeer.com/ [確認：2015年 5月 6日] 
v 同サイトから；八つのコピーできない価値、私は
これを「生成力」と呼ぶ。生成力のある価値とは、
発生させ、成長させ、培養し、育成しなければいけ
ない性質または特性である。生成力ある性質は、デ
ジタルの世界で無料のコピーに付加価値を与える。
すなわち、それは売ることができるものなのだ。 
http://Dotplace.jp/archives/13230 
[確認：2015年 5月 6日] 
vi ケヴィン・ケリー著作選集 1 
ケヴィン・ケリー, 堺屋七左衛門(翻訳) 
達人出版会 
http://tatsu-zine.com/books/kk1 
ケヴィン・ケリー著作選集 2 
ケヴィン・ケリー, 堺屋七左衛門(翻訳) 
達人出版会 
http://tatsu-zine.com/books/kk2 
[参照: 2015年 5月 6日] 
vii W.ブライアン・アーサー著『テクノロジーとイノ
ベーション：進化/生成の理論』みすず書房, 2011.9. 
同書帯より；新技術はどこから生まれ、どこへ行
くのか？＜ポジティブ・フィールドバック＞、＜収
穫逓増＞。＜ロックイン＞などの新概念を経済学に
導入し、テクノロジーに依存した産業の振る舞いを
的確に描写。 
 
